
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-07-09

耕種作物の主産地形成の構造 : 兵庫県多紀郡丹南町
大山地区悉皆調査より

(Citation)
兵庫農科大学研究報告. 農業経済学編,6(1):1-10

(Issue Date)
1963

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81006414

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81006414

川那部, 治良



耕

物

産

地

種

の

主

作

形

成

?泊三
1口

の

構

|
|
兵
庫
県
多
紀
郡
丹
南
町
大
山
地
区
悉
皆
調
査
よ
り
|
|

lま

じ

め

昭
和
三
十
二
年
筆
者
は
兼
業
農
家
の
性
格
を
専
業
農
家
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
と
も
に
諸
種

の
形
態
を
と
る
兼
業
へ
の
農
家
労
働
力
の
流
出
の
状
態
を
追
求
す
る
た
め
、
兵
庫
県
多
紀
郡
丹

南
町
大
山
地
区
内
の
農
家
の
怒
皆
調
査
を
行
な
っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
、
農
業
基
本
法
が
成
立
公
布
せ
ら
れ
、
ま
た
農
業
の
背
後
条
件
が
良
外
他
産

業
の
高
度
の
成
長
に
伴
な
っ
て
、
優
秀
少
壮
の
農
業
従
事
人
口
の
他
産
業
へ
の
流
出
は
惨
烈
の

度
を
加
え
、
ま
た
国
民
全
階
層
に
わ
た
っ
て
高
度
化
さ
れ
た
生
活
水
準
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
国
民
消
費
物
資
の
一
角
度
化
は
更
に
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
殊
に
構
造
政
策
の
漸
進
に
よ
り

農
業
各
部
門
の
協
業
化
も
年
と
と
も
に
旺
盛
化
し
、
商
品
的
農
産
物
の
量
産
は
当
然
の
成
り
行

き
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
七
年
、
同
一
地
区
に
つ
い
て
怒
皆
調
査
を
行

な
い
、
五
カ
年
間
の
諸
変
相
を
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
は
可
成
り
の
変
貌
が
、
農
業
、

農
家
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
諸
々
の
要
因
が
作
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
特
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
事
象
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

即
ち
農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
が
農
家
二
戸
当
り
農
耕
面
積
や
農
業
従
事
労
働
力
に
ど
ん
な
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
或
は
農
業
目
立
化
に
と
っ
て
も
っ
と
も
必
要
祝
さ
れ
る
農
耕
面
積
の

増
減
と
、
農
村
労
働
力
の
消
長
と
を
階
層
構
造
的
分
析
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
推
移
を
み

る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
商
品
的
作
自
は
い
か
に
構
造
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
い
い
換
え
れ
ば
、
主

産
地
形
成
的
作
目
が
ど
の
よ
う
な
農
家
群
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
未
だ
に
男
子

労
働
力
を
主
体
と
し
て
の
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る
農
家
階
層
は
如
何
な
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
か
、

な
ど
の
点
を
こ
の
調
査
を
通
じ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
本
地
区
は
丹
波
社
氏
の
本
場
で
あ
り
、
第
一
種
兼
業
農
家
の
兼
業
収
入
の
主
な
源
泉
を

耕
種
作
物
の
主
産
地
形
成
の
構
造
(
川
那
部
〉
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な
し
て
い
る
。
従
っ
て
兼
業
農
家
率
こ
そ
極
め
て
高
い
が
、
そ
の
実
質
は
殆
ん
ど
専
業
農
家
に

も
等
し
い
農
業
を
営
み
、
少
く
と
も
第
一
種
兼
業
農
家
に
関
す
る
限
り
、
農
業
に
関
す
る
生
産

意
欲
は
専
業
農
家
の
そ
れ
と
比
較
し
て
決
し
て
劣
ら
な
い
。

即
ち
こ
れ
ら
の
第
一
種
栄
業
農
家
群
は
冬
季
出
稼
期
聞
を
除
き
、
基
幹
労
働
力
に
恵
ま
れ
且

資
力
的
に
も
概
ね
豊
富
な
階
層
か
ら
成
る
た
め
で
も
あ
る
。

こ
の
小
稿
に
お
い
て
、
こ
の
程
兼
業
農
家
が
も
っ
と
も
大
き
い
役
割
を
も
つ
こ
と
が
こ
の
分

析
を
通
じ
て
判
然
と
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

以
上
の
諸
点
を
考
慮
検
討
し
て
、
目
立
化
経
営
の
育
成
そ
の
他
に
関
す
る
諸
政
策
が
、
こ
の

近
畿
中
山
間
地
帯
に
あ
る
農
村
地
区
に
如
何
に
焦
点
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
の
示
唆
と
し
た
い
念

願
か
ら
本
稿
の
筆
を
執
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

註

ω
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
刊
行

兵
庫
農
科
大
学
研
究
報
告
第
三
巻
第
二
号
農
業
経
済
学
編
拙
稿
兼
業
農
家

の
実
態

ω

凶
「
丹
波
杜
氏
」
の
大
き
い
供
給
源
で
あ
る
木
地
区
で
は
青
壮
年
労
働
力
の
出
稼
ぎ

意
欲
漸
減
の
傾
向
強
き
に
拘
わ
ら
ず
、
昭
和
三
十
二
年
調
査
当
時
一
一

O
人
(
第
一

種
兼
業
一

O
六
人
、
第
二
種
兼
業
四
人
)
で
あ
っ
た
も
の
が
失
業
保
険
の
支
給
な
ど

の
好
条
件
も
手
伝
っ
て
昭
和
三
十
七
年
に
は
一
一
八
人
(
第
一
種
兼
業
一

O
七
人
、

第
二
種
兼
業
一
一
人
)
と
比
較
的
順
調
に
増
加
の
途
を
辿
っ
て
い
る
。

1 

本

地

区

の

概

要

本
地
区
は
現
在
丹
南
町
の
一
部
で
み
め
る
が
、
合
併
前
大
山
村
と
称
し
、
多
紀
郡
の
西
北
端
に

存
す
る
農
山
村
で
あ
り
、
篠
山
町
よ
り
氷
上
郡
柏
原
町
に
通
ず
る
県
道
に
沿
う
て
点
在
す
る
数

部
落
と
国
鉄
丹
波
大
山
駅
附
近
の
大
山
下
を
初
め
と
す
る
数
カ
部
落
を
抱
き
、
部
落
数
一
回
、

古
来
人
情
純
朴
、
農
事
に
励
み
昭
和
初
期
に
は
農
村
経
済
更
生
運
動
の
先
駆
と
し
て
ま
た
模
範



兵
庫
農
科
大
学
研
究
報
告

第
六
巻

第
一
号

農
業
経
済
学
編

村
と
し
て
も
知
ら
れ
、
そ
の
事
業
と
し
て
各
部
落
に
共
同
作
業
場
、
共
同
収
益
果
関
国
(
粟
国
)

な
ど
加
設
置
造
成
せ
ら
れ
、
当
時
の
近
隣
町
村
の
注
目
を
集
め
た
。
総
面
積
二
、
一
三
五
町

歩
、
回
二
七
一
町
、
畑
四

0
・
五
町
、
樹
園
地
八
・
五
町
を
示
す
。
総
世
帯
数
五
七
七
戸
中
、

農
家
戸
数
四
一
九
戸
、
農
家
人
口
二
、
三

O
九
人
で
あ
る
。
農
家
ご
戸
当
り
耕
作
反
別
田
六
・

五
反
、
畑
及
樹
園
地
一
・
二
反
計
七
・
七
反
と
な
る
。

主
な
農
作
物
と
し
て
は
水
稲
五
、
九

O
O石
、
三
麦
計
約
て

0
0
0石
で
、
タ
バ
コ
作
約

一
三
町
歩
あ
り
、
そ
の
他
近
時
西
瓜
、
白
菜
、
カ
ン
ラ
ン
、
山
芋
な
ど
の
や
さ
い
類
の
作
付
著

し
く
仲
び
、
特
に
西
瓜
の
如
き
、
か
つ
て
の
「
大
山
西
瓜
」
の
産
地
と
し
て
の
名
戸
を
と
り
艮

し
つ
つ
あ
る
。

タ
バ
コ
作
の
足
踏
み
の
状
態
で
み
の
る
に
比
し
、
や
さ
い
類
は
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
更
に
従

来
主
と
し
て
大
山
下
部
落
に
栽
植
せ
ら
れ
て
い
た
夏
菊
を
主
と
す
る
花
丹
の
露
地
裁
培
の
進
展

も
著
し
く
周
辺
各
部
落
に
お
い
て
栽
培
熱
は
昂
ま
り
つ
つ
あ
る
。

本
地
区
内
農
家
の
商
品
作
目
の
取
り
入
れ
は
近
年
旺
盛
を
極
め
、
農
業
収
益
の
増
大
に
大
き

い
使
命
を
果
し
つ
つ
あ
る
。

畜
産
と
し
て
は
乳
牛
七
四
頭
、
和
牛
二
八
五
頭
、
豚
三
三
頭
、
鶏
約
五
千
羽
を
示

す。
本
地
区
内
農
家
の
大
部
分
は
兼
業
農
家
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
族
構
成
員
の
一
人
乃
至
数
人
が

公
務
員
、
交
通
業
な
ど
地
元
の
職
場
に
勤
め
る
外
、
阪
神
地
区
の
職
場
を
始
め
、
ま
た
近
時
盛

に
行
な
わ
れ
る
土
木
事
業
に
も
出
労
し
て
農
業
従
事
者
の
数
は
各
階
層
を
通
じ
減
退
の
一
途
を

辿
り
、
農
業
労
働
力
は
大
巾
に
婦
人
化
老
令
化
す
る
に
至
っ
た
。

但
し
本
地
区
に
お
け
る
第
一
程
来
業
農
家
は
そ
の
大
部
分
は
戸
主
ま
た
は
長
男
が
冬
期
間
の

四
|
五
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
酒
造
出
稼
ぎ
に
出
労
、
年
々
漸
増
本
地
区
だ
け
で
も
約
一
一
一

O
人

が
就
労
、
大
き
い
兼
業
収
入
の
源
泉
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
家
は
た
だ
こ
の
出
稼
ぎ
の

現
象
を
除
い
て
は
熱
意
応
る
農
業
従
事
者
で
応
り
、
精
農
家
群
で
あ
っ
て
、
本
稿
は
こ
の
第
一

種
兼
業
農
家
の
大
部
分
は
完
全
な
専
業
農
家
に
も
匹
敵
す
べ
を
自
立
農
家
的
存
在
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

註
川
田
畑
そ
の
他
農
作
物
生
産
数
量
な
ど
す
べ
て
二
九
六

O
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
よ
り
引
用
、
ま
た
本
調
査
対
象
と
し
て
の
農
家
数
は
三
七
六
戸
で
、
四
一
九
戸

と
は
可
成
り
の
差
が
あ
る
が
、
対
照
農
家
は
一
反
歩
以
上
耕
作
の
農
家
で
あ
る
。

移

専 牙当占一今二 民 家 第 1種兼業農家 第 2種兼業農家
年 次

A 1 B 1 C 1 D 1計 A 1 B I c I D I計 A I B I c I D I計
合計

附 32年 1123 72 62 
部i回1「1 10I20181「39337年 32I 10 5 I 50 93 57 17 I 9 I 176 5 23 I 36 I 86 I 150 I 376 

増 減 1，0，201ム131ム61ム21ム411 21 Iム51ム191ム11|ム14141 13 1 161 51 381ム17

推の造格家良第 l表

A，B，C，Dは経営規模階層を表わし

C 5ー 7反未満 D 5反未満

5カ年聞における17戸の対象農家の減少は、 その間可成りの脱落農家があったものと考えられ
るとともに 1反歩を境として 7-8畝に縮小をみた農家もあったことを見逃してはならない。

B 7反ー1町未満1町以上A ① 

① 

備考

農
家
構
造
の
変
遷

種
々
の
事
象
の
推
移
を
検
討
す
る
に

先
だ
ち
、
昭
和
三
十
二
|
三
十
七
年
の

五
カ
年
聞
に
お
け
る
農
家
構
造
(
地
区

内
農
家
内
容
)
の
変
遺
に
触
れ
る
。
(
第

一
表
)
専
業
の

A
階
層
(
一
町
以
上
層
)
は

可
成
り
の
第
一
種
訳
業
化
ま
た
は
第
二

種
兼
業
化
し
た
跡
が
み
ら
れ
、
ま
た
B

階
層
(
七
反
|
一
町
周
)
も
同
じ
く
第

一
種
及
び
第
二
程
兼
業
化
し
た
こ
と
も

容
易
に
考
え
ら
れ
る
。
反
面
第
二
種
兼

業
C
扇
(
五
七
反
層
)
の
激
増
は
第

一
一
組
兼
業
C
層
の
激
減
と
対
比
し
て
考

え
る
と
兼
業
所
得
の
零
細
規
模
で
の
ウ

エ
イ
ト
の
増
勢
が
端
的
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
こ
れ
は

B
層
よ
り
C
層
へ
の
転
落

(
同
時
に
第
一
一
位
兼
業
よ
り
第
三
種
兼

業
へ
の
変
転
を
も
含
め
て
)
を
し
、
専

業
、
第
一
種
兼
業
の

D
階
層
(
五
反
未

満
厨
)
よ
り
第
二
種
煎
業
D
階
層
へ
の

降
下
、
一
見
に
各
階
層
を
通
じ
て

D
階
層

の
脱
良
の
傾
向
を
も
合
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
脱
離
農
の
手
放
し
耕
地
に
よ
っ

て
相
当
の
中
規
模
農
家
の
良
耕
地
増
大

が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ

る。
分
解
階
層
と
回
せ
ら
れ
る
B
、
C
の

二
階
層
(
五
反
一
町
屑
)
の
特
に
下

2 



層
へ
の
分
化
傾
向
が
、
上
昇
傾
向
よ
り
も
相
当
強
く
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
り
、
零
細
飯
米

農
の
増
加
が
秘
か
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
。

な
お
全
階
層
を
通
じ
C
、
D
と
い
う
い
わ
ゆ
る
零
細
農
家
の
漸
減
傾
向
は
疑
う
余
地
の
な
い

事
実
で
あ
り
、
た
だ
A
階
層
に
お
い
て
の
み
若
干
の
増
勢
が
み
ら
れ
た
の
は
兼
業
所
得
に
よ
る

新
規
の
耕
地
購
入
と
と
も
に
、
兼
業
を
足
場
と
し
て
労
働
力
の
あ
る
限
り
中
農
層
が
農
業
へ
の

執
心
を
ふ
り
向
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

明
耕
地
面
積
の
増
減

農
業
経
営
の
自
立
化
、
企
業
化
の
た
め
に
は
、
耕
地
面
積
の
拡
大
が
企
図
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
目
立
経
営
農
家
の
育
成
、
拡
大
の
方
向
へ
の
推
進
に
は
五
反
未
満
層
ま
た
は
五

l
七

反
層
の
耕
地
の
開
放
と
一
町
以
上
層
の
耕
地
購
入
意
欲
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
こ
の
地
区
に
お
け
る
五
カ
年
聞
の
動
き
は
如
何
で
あ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
三
十
七
年
七
月
現
在
の
専
、
兼
業
別
農
家
毎
に
そ
の
動
き
に
検
討
を
加
え
て
み
あ
。

〈
第
二
表
)

①

専

業

農

家

本
地
区
の
専
業
農
家
が
調
査
農
家
三
七
六
戸
に
対
し
わ
ず
か
五
O
戸
、
二
ニ
・
三
%
に
す
ぎ

ず
、
し
か
も
真
に
農
業
に
依
存
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
自
立
経
営
農
家
に
近
い
も
の
(
一
町
歩

以
上
層
)
は
わ
ず
か
三
三
戸
で
総
農
家
戸
数
に
対
し
一
O
%
に
も
充
た
な
い
が
、
昭
和
三
十
二

l
三
十
七
年
の
閣
に
お
い
て
増
反
を
み
た
も
の
は
八
戸
(
増
反
面
積
-
町
六
反
)
で
減
反
し
た

も
の
わ
ず
か
に
一
戸
に
す
ぎ
ず
、
一
応
農
業
に
対
す
る
熱
意
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
-

町
歩
未
満
で
は
増
反
し
た
も
の
わ
ず
か
に
二
戸
、
減
反
し
た
も
の
も
ま
た
一
戸
(
五
反
未
満
)

で
、
要
す
る
に
一
町
歩
未
満
の
専
業
農
家
は
お
る
特
殊
事
情
に
制
約
せ
ら
れ
己
む
な
く
農
業
に

の
み
専
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
零
細
専
業
農
家
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
諸
要
索
を
具
備
し
て
い
る
。

@
兼
業
所
得
獲
得
の
た
め
季
節
的
な
出
稼
ぎ
を
す
る
予
猶
も
な
く
、
ま
た
年
令
的
に
も
兼
業

へ
の
出
労
が
不
可
能
な
場
合

⑤
兼
業
所
得
の
源
泉
で
必
め
っ
た
通
勤
兼
業
を
停
年
な
ど
の
理
由
に
よ
り
退
い
て
就
農
せ
る
場

合
①
家
格
な
ど
の
上
よ
り
農
外
の
職
業
に
就
く
こ
と
を
敢
え
て
な
し
得
な
い
場
合

③
子
女
の
す
べ
て
が
既
に
家
を
離
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
許
へ
は
赴
か
ず
、
老
夫
婦
の
み
が

余
生
を
農
業
に
依
存
し
て
生
活
す
る
場
合

耕
種
作
物
の
主
産
地
形
成
の
構
造
(
川
那
部
)

昭和32-37年の5年間の耕地増減農家戸数

1町以上 7反-1 町 5 - 7 反 5 反未満 計
専栄栄区分

増反もし I減反もし 増た反ものし I 減た反ものし 増た反ものし I 減た反ものし 増た反ものし I 減た反ものし 増反もし I減反もしたのたの 7このたの

専業農家 8 。 1 。 。 。 。 1 9 l 

第 1種兼業 22 3 7 3 4 2 l 2 34 10 

第 2種兼業 2 1 5 3 6 4 4 14 17 22 

計 33 

第 2表

②
第
一
種
兼
業
農
家

第
一
種
兼
業
農
家
の
増
反
の
趨
勢
は
意
外
に
も
大

き
い
。
即
ち
三
四
一
戸
中
、
七
反
以
上
耕
作
の
農
家
が

二
九
戸
を
占
め
て
い
る
事
実
は
、
こ
の
地
区
に
お
け

る
第
一
種
兼
業
農
家
が
殆
ん
ど
兼
業
所
得
を
酒
造
出

稼
ぎ
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
地

位
に
お
い
て
杜
氏
、
頭
、
大
師
な
ど
い
わ
ゆ
る
酒
造

社
会
に
お
け
る
支
配
的
階
層
と
も
み
ら
れ
る
役
職
に

あ
る
も
の
が
冬
季
僅
々
四
カ
月
に
得
る
収
入
は
、
年

間
目
ぼ
し
い
現
金
収
入
に
乏
し
い
農
家
に
と
っ
て
は

相
当
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
更
に
相
当
の
失
業
保
険

も
あ
っ
て
、
意
欲
的
農
業
を
士
山
す
農
家
は
期
せ
ず
し

て
農
耕
地
の
拡
大
買
収
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

③
第
二
種
兼
業
農
家

第
二
種
兼
業
農
家
は
そ
の
戸
数
一
五
O
戸
に
も
お

よ
び
、
そ
の
殆
ん
ど
が
世
帯
主
ま
た
は
基
幹
労
働
力

が
農
外
兼
業
に
完
全
成
業
し
て
い
わ
ゆ
る
コ
ニ
ち
ゃ

ん
農
業
」
の
典
型
と
も
い
え
る
。
農
業
所
得
の
全
農

家
所
得
に
お
け
る
ウ
エ
イ
ト
は
微
小
な
も
の
で
あ
る

が
、
兼
業
所
得
は
む
し
ろ
相
当
高
額
の
も
の
も
あ

り
、
五
反
歩
以
上
の
三
階
層
に
お
い
て
は
増
反
農
家

が
減
反
由
民
家
を
凌
ぐ
が
、
五
反
未
満
の
階
層
に
つ
い

て
み
る
と
農
業
離
脱
の
傾
向
は
強
く
一
四
戸
に
も
お

よ
ぶ
。
彼
等
は
小
作
地
は
こ
れ
を
返
還
し
、
自
作
地

は
こ
れ
を
小
作
地
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
、
か
つ
て

の
三
|
五
反
層
、
五
|
七
反
層
の
三
反
未
満
層
へ
の

没
落
の
ゐ
と
が
み
ら
れ
、
「
脱
農
す
前
」
と
い
わ
れ

る
。
な
お
玄
反
未
満
農
家
に
あ
っ
て
も
四
戸
が
増
反

し
て
営
農
意
欲
を
沸
ら
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。
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第
六
巻

的
農
業
従
事
者
の
増
減
と
耕
作
面
積

昭
和
三
十
二
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
の
満
五
カ
年
聞
の
農
業

従
事
人
口
を
比
較
す
る
と
第
三
表
の
通
り
で
あ
る
。
(
も
っ
と

も
こ
れ
は
昭
和
三
十
七
年
の
農
家
構
成
を
基
と
し
て
比
較
し
た

た
め
、
厳
重
な
意
味
で
の
両
年
度
階
層
別
農
家
毎
の
変
化
を
表

わ
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
専
業
農
家
に
お
い
て
は
、
七
反
歩
以
上
農

家
に
お
い
て
そ
の
五
分
の
一
程
度
の
戸
数
に
お
い
て
二
戸
当
一

人
づ
っ
減
少
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
減
少

率
は
極
め
て
少
く
、
七
・
二
%
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
第
一
種
兼

業
農
家
に
お
い
て
は
面
積
の
広
い
七
反
l
一
町
、
一
町
以
上
の

二
階
層
の
減
少
が
大
部
分
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
は
第
一
種
兼

業
農
家
と
い
え
ば
酒
造
出
稼
ぎ
に
よ
る
兼
業
が
殆
ん
ど
で
な
お

比
較
的
労
働
力
は
潜
在
的
な
余
猫
が
み
ら
れ
た
た
め
、
周
年
完

全
に
農
業
だ
け
に
専
念
従
事
し
得
る
も
の
を
残
し
て
、
他
産
業

ま
た
は
日
傭
な
ど
に
大
巾
に
就
労
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

第
二
種
兼
業
農
家
に
お
い
て
は
、
減
少
率
も
っ
と
も
高
く
、

そ
の
階
層
別
戸
数
に
比
例
し
且
比
較
的
な
お
労
働
力
に
余
猶
を

残
し
て
い
た
五

l
七
反
、
三
五
反
層
農
家
か
ら
大
量
に
減
少

し
た
現
象
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
も
は
や
農
業
に
片
足

を
つ
つ
込
ん
で
の
就
労
で
は
な
く
、
妻
や
老
人
に
農
業
を
完
全

に
委
せ
て
の
就
労
な
の
で
ゐ
る
。

結
局
、
農
業
従
事
者
の
減
少
は
、
兼
業
特
に
第
二
種
兼
業
農

家
を
最
大
と
し
、
第
一
種
兼
業
農
家
こ
れ
に
次
ぎ
、
専
業
農
家

に
お
い
て
最
小
を
示
し
、
通
念
的
に
考
え
ら
れ
る
脱
農
寸
前
に

あ
る
三
反
未
満
農
家
で
は
却
っ
て
そ
の
減
少
は
目
立
た
な
い
。

こ
の
こ
と
は
反
面
三
反
未
満
農
家
は
既
に
限
界
点
ま
で
農
業
従

事
者
を
切
り
つ
め
最
小
限
の
労
働
力
を
も
っ
て
零
細
農
耕
地
を

守
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

①
男
女
別
、
壮
老
年
別
農
業
従
事
者
の
検
討

第
一
号

農
業
経
済
学
編

減

昭和 32 年 昭和 37 年 該 5ヵ年間の労働力の増減
区 分

竺591自主|男|女 |計 25収上11男|女 i計 夏+21+1I:to卜1卜21計
1町以上 68 17 44 41 85 64 39 40 79 32 。11 24 7 01 -6 

専
7反一1町未満 24 3 14 131 27 21 13 12 25 10 1 。5 4 01 -2 
5-7反未満 3 3 4 2 6 3 4 2 6 3 。1 1 1 。土O

業
5反未満 2 5 2 5 7 1 1 5 6 5 。。4 1 01 -1 

農 計 J97l 2811 641 611吋 891刈付 吋 501 21 341~1 
老令者率

22.4 
減7少.2率% % 家

男し女100人に対 95.3 103.5 

1町以上 252 44 161 135 296 213 50 141 122 263 93 。12140 37 41-33 
第 7反ー1町未満 137 26 90 731 163 123 16 76 63 139 57 1 31 28 21 41-24 

一 5-7反未満 31 4 16 191 35 27 5 13 19 321 17 。21 11 3 11-3 
種 5反未満 17 4 11 101 21 15 4 10 9 19 9 。。 2 01 -2 

兼

~ 叫判幻~吋吋 判叫吋 吋判 ~川 861 631 業
計

農 老令者率
15.1 16.6! 

減12少.0率% % % 
家 男100人に対 85.3 88.7 
し女

1町以上 12 5 7 101 17 10 3 5 8 13 5 。1 1 1 2! -4 
第 7反-1町 40 7 25 22 47 24 11 14 21 35 23 。1 12 7 3.-12 
一 5-7反未満 64 5 27 42 69 45 5 13 37 50 36 。01 22 10 31-19 一 (-3人1声}
種 3-5反未満 66 

16 37 45 82 46 16 17 45 62 43 。01 26 16 2 -20 
邑

兼 3反未満 50 4 14 40 54 35 10
1 
9 36 45 43i 。11 32 10 01 -9 

業 計 l叫 判川 159 判判叫 判叫 i 931 4411P~仁??
農
老令者率

13.9: 
減24少.2率

家 % 
男100人に対 144.5 253.5 % 
し女

4 
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農業従事者1人当り耕作反別の推移

耕作反別 昭和 37年労働力
会労働当力り耕1 

昭和32年 増減
区 分 のこの層当

国 |畑|計 男 | 女 | 計 |換算 反別 のl人 (ム印減)反別
反 反 反 人 反 反

0反.9 32 330.8 45.8 376.6 39 40 79 71.0 5.3 4.4 

専 7反ーl町未満 10 82.1 8.3 90.4 13 12 25 22.6 4.0 3.8 0.2 

業 5ー 7反未満 3 13.1 3.6 16.7 4 2 6 5.6 3.0 2.9 0.1 

5 反未満 5 11.8 2.1 13.9 1 5 6 5.0 2.8 2.9 ム0.1

計 501 437.81 59.81ω76l 59 1 1161104.21 

93 991.9 152.7 1.144.6 141 122 263 138.6 4.8 4.2 0.6 

-17反-1町未満 57 430.1 59.9 490.0 76 63 139 126.4 3.9 3.1 0.8 

裏業
5 ー 7反未満

17 93.9 10.3 104.2 13 19 32 28.2 3.7 2.7 1.0 

5 反未満 9 36.0 3.9 39.9 10 9 19 17.2 2.2 2.1 0.1 

計
1 176 11•551. 91226. 8¥1. 778.71ω1 2131 4531肌 41

5 45.1 9.0 54.1 5 B 13 11.4 4.8 2.9 1.9 

璽 7反ー1町未満 23 155.1 32.8 187.9 14 21 35 30.81_ 6.1 3.5 2.6 

葉業
5 ー 7反未満

36 182.6 29.0 211.6 13 37 50 42.6 5.0 2.8 2.2 

3 - 5反未満 43 138.3 29.7 168.0 17 45 62 53.0 3.2 2.0 1.2 

3 反未満 43 73.5 23.7 97.2 9 36 45 37.8 2.6 2.1 0.5 

計
1 150 1刷 61124.21718.81 581 1471 2051175.61 

第 4表

耕
種
作
物
の
主
産
地
形
成
の
櫛
造
(
川
那
部
)

農業経済学(1)r昭和32年のこの層の 1人当り反別」は拙稿

篇「兼業農家の実態J(1) P.19ー20参照

昭和37年労働力の換算労働力は女子労働力を男子労働力に換算するため女子労働力員数に0.8を

乗じて男子労働力と加算した。

第3巻第2号兵庫農科大学研究報告

(2) 

備考

男
女
別
に
農
業
従
事
者
を
分
け
て
考
察
す
る
と
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
専
業
で
は

男
一

0
0、
女
九
五
・
三
、
第
一
種
兼
業
に
お
い
て
男
一

0
0、
女
八
五
・
三
と
や

や
男
子
の
方
が
多
い
が
、
第
二
種
兼
業
農
家
に
お
い
て
は
七
反
一
町
層
を
除
き
例

外
な
く
女
子
労
働
力
が
圧
倒
的
で
、
殊
に
三
反
未
満
層
は
完
全
た
婦
人
農
業
で
あ
っ

た
と
云
い
得
る
。

ま
た
面
積
の
広
狭
別
の
み
に
よ
っ
て
も
、
昭
和
三
十
二
年
で
は
七
反
を
境
と
し
て

七
反
未
満
の
農
家
は
婦
人
労
働
力
に
依
存
し
、
七
反
以
上
農
家
は
男
子
労
働
力
に
依

存
し
て
農
業
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
五
年
経
過
后
の
数
字
を
み
る
と
、
特
に
著
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
第
二
種

兼
業
農
家
の
全
階
層
に
わ
た
っ
て
男
子
労
働
力
の
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
(
昭
和

三
十
二
年
の
男
子
労
働
者
一
一

O
人
は
三
十
七
年
に
は
五
八
人
に
ま
で
減
少
し
た
)

こ
の
こ
と
は
既
に
山
稼
吉
或
は
日
佑
人
夫
と
し
て
可
及
的
に
農
外
競
業
に
従
事
し

て
い
た
非
常
傭
労
務
者
が
よ
り
よ
き
労
働
市
場
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
恒
常
的
に

脱
良
、
兼
業
労
働
に
専
念
す
る
に
至
っ
た
如
き
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
農
家
は
殆
ん
ど
婦
人
労
働
化
し
、
第
二
種
兼
業
農
家
と
し
て
の
男

女
比
率
は
三
十
二
年
の

E
D
H
E品
・
印
は
三
十
七
年
に
は

E
O
H
M
g・
印
と
な
り
、

第
二
種
兼
業
農
家
は
も
っ
と
も
婦
人
労
働
化
し
た
の
で
あ
る
。

結
局
、
農
業
労
働
力
の
婦
人
化
、
老
令
化
は
こ
こ
五
カ
年
聞
に
特
に
第
二
種
兼
業

農
家
に
お
い
て
著
し
く
、
ま
た
経
営
階
層
別
に
み
て
も
七
反
を
境
と
し
、
七
反
以
上

階
層
の
婦
人
化
は
左
程
で
は
な
い
が
、
七
反
未
満
の
零
細
農
家
階
層
に
お
い
て
は
そ

の
比
率
は
二
・
五
乃
至
四
倍
を
示
す
。
な
お
総
労
働
力
に
お
け
る
婦
人
化
を
導
い
た

現
象
も
実
は
零
細
第
二
種
兼
業
階
層
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
青
壮
年
層
と
六

O
才
以
上
の
老
令
層
と
に
分
け
て
み
る
と
、
昭
和
三
十
二

年
で
は
専
業
農
家
の
老
令
者
率
が
二
ニ
・
四
%
と
他
の
兼
業
農
家
を
圧
倒
し
て
い
る

と
と
が
目
立
つ
が
、
三
十
七
年
に
入
っ
て
、
専
業
、
第
一
一
種
兼
業
・
第
二
種
兼
業
と

も
に
こ
の
老
令
率
は
若
干
ず
つ
の
増
加
を
示
し
た
が
、
特
に
第
二
種
兼
業
農
家
に
お

い
て
一

O
M
P近
く
老
人
層
が
殖
え
た
こ
と
が
目
立
つ
。
そ
れ
は
前
述
男
子
労
働
者
の

激
誠
生
補
充
庁
る
た
め
に
六

O
才
を
越
す
人
た
ち
の
就
労
し
た
こ
と
を
示
す
と
と
も

に
既
に
こ
の
五
カ
年
聞
に
六

O
才
以
上
に
達
し
た
も
の
の
引
続
い
て
就
労
し
た
も
の

も
可
成
り
あ
っ
た
こ
と
を
も
示
す
。
そ
れ
だ
け
に
第
二
種
兼
業
農
家
の
青
壮
年
男
子

5 
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第
六
巻

第
一
号

農
業
経
済
学
編

の
離
島
は
更
に
著
し
か
っ
た
と
も
一
玄
い
得
る
。

要
す
る
に
五
カ
年
聞
に
お
け
る
推
移
と
し
て
、
老
年
層
は
単
に
新
陳
代
謝
を
繰
返
す
の
み
で

あ
る
に
反
し
て
、
青
壮
年
労
働
力
の
激
減
が
老
年
層
の
百
分
比
を
大
な
ら
し
め
る
に
至
っ
た
こ

と
を
物
語
る
。

②
労
働
力
一
人
当
り
耕
作
反
別
と
そ
の
推
移

農
業
労
働
力
内
容
の
変
化
と
と
も
に
、
労
働
生
産
性
の
巾
を
示
す
一
指
標
た
る
農
業
労
働
力

一
人
当
り
耕
作
面
積
も
経
営
階
層
に
よ
っ
て
大
に
異
な
る
こ
と
は
一
元
よ
り
で
あ
る
が
、
第
二
種

兼
業
農
家
に
お
け
る
七
反

l
一
町
眉
の
一
人
当
り
耕
作
面
積
に
は
注
同
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

(
第
四
表
)

専
業
農
家
は
五
カ
年
間
に
男
子
労
働
力
の
減
少
も
少
く
、
種
々
の
商
品
作
物
の
伸
長
を
凶
り

も
つ
ば
ら
民
来
所
得
の
増
火
を
企
凶
し
た
た
め
、
労
働
条
約
的
傾
向
を
多
分
に
合
今
、
良
系
労

働
刀
一
人
当
り
耕
作
面
積
の
増
大
は
左
桂
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
第
一
極
東
業
民
家
に
お
い
て

も
、
準
一
号
業
と
も
み
ら
れ
る
七
一
氏
以
上
り
二
層
に
あ
っ
て
は
同
一
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
五
|
七

反
層
に
お
い
て
は
一
人
当
り
約
一
反
の
増
大
を
み
、
し
か
も
殆
ん
ど
婦
人
労
働
刀
を
主
体
と
し

た
変
転
が
み
ら
れ
る
。

克
に
第
二
程
課
業
農
家
の
七
区
|
一
町
‘
五
ー
七
氏
の
二
階
層
に
お
け
る
一
労
働
者
当
り
耕

作
面
積
の
増
大
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
即
ち
前
者
は
昭
和
三
十
二
年
の
三
・
五
日
仏
に
比
し
て

三
十
七
年
に
は
ニ
・
六
反
増
の
九
・
「
一
品
、
後
者
は
三
十
二
年
の
二
・
八
反
に
比
し
て
ニ
・
ニ

反
増
の
五
・

O
反
を
示
す
。

何
れ
に
し
て
も
第
二
程
斑
業
農
家
に
お
け
る
労
働
者
一
人
当
り
耕
作
反
別
は
五
反
以
上
層
に

お
い
て
極
端
に
拡
大
さ
れ
、
専
菜
、
第
一
一
極
東
業
の
各
層
を
注
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
労
働
刀
逼
迫
の
度
は
可
成
り
の
限
度
に
達
し
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
農
業
に
従
事
す

る
老
人
、
婦
人
の
過
労
は
農
村
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
即
ち
育

児
、
子
女
の
教
交
な
ど
が
疎
か
に
さ
れ
、
克
に
は
食
生
出
、
保
健
衛
生
上
に
つ
い
て
も
問
題
は

残
さ
れ
る
。

こ
れ
に
も
増
し
て
懸
念
さ
れ
る
の
は
施
出
.
良
薬
散
布
な
ど
農
業
技
術
に
つ
い
て
の
周
到
性

の
欠
除
で
あ
り
、
土
地
生
産
性
の
低
下
を
特
に
第
二
種
来
栄
農
家
に
お
い
て
痛
感
す
る
。

四

耕
程
に
お
け
る
主
産
地
形
成

グ)

商
品
的
農
産
物
の
伸
び

やさい、花弁類栽培戸数、面積の推移

西 瓜 l白菜カンラン 山 苧 菊・花子干 やさし、花井合計
参考として

年 次 タバコ

戸数|面積|戸数|面積 戸数|面積 戸数|面積 戸数|面積 戸数|面積

日!I 4ふ| 戸 反
昭和 32 年 5.5 7 I 4.4 143 I 68.8 32 136.9 

37 年 95 I 38.6 53.4 78 I EO.3 34 I 33.0 272 I 175.3 29 131.1 

i首 減 30 1 16.71 141 13.31 271 28.6) 1291 1吋ム 3)ム5.8

第 5表

本
地
域
は
立
地
条
件
に
お
い
て
は
、
京
阪
神
の
大
都
市

と
は
六

O
乃
至
七

O
粁
の
距
離
に
あ
っ
て
、
消
費
地
と
至

近
距
離
に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
い
わ
ゆ
る
近
郊
農
村
地
持

に
は
入
ら
な
い
が
、
古
来
農
業
生
産
に
対
す
る
熱
意
は
旺

盛
で
、
昭
和
初
期
経
済
更
生
事
業
と
し
て
挙
村
一
致
し
て

の
更
生
刷
新
は
突
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
県
下
有

数
の
模
範
村
で
あ
っ
た
。

一
例
と
し
て
当
時
の
西
瓜
の
生
産
は
既
に
た
ん
町
酌
仲
と

し
て
そ
の
品
質
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。

近
時
こ
の
地
区
に
お
い
て
発
展
を
み
つ
つ
あ
る
も
の
に

早
期
水
稲
及
び
タ
バ
コ
の
跡
作
と
し
て
の
白
菜
、
力
ン
ラ

ン
な
ら
び
に
花
汗
(
主
と
し
て
露
地
栽
培
の
夏
菊
)
な
ど

が
あ
り
、
更
に
西
瓜
、
山
芋
を
も
込
め
て
約
一

O
町
歩
余

の
増
反
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
(
第
五
表
)

こ
れ
ら
の
各
作
物
を
成
長
島
作
目
と
み
て
、
こ
れ
を
階

層
的
に
み
て
如
何
な
る
農
家
に
よ
っ
て
伸
展
を
み
た
か
を

追
求
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ら
作
目
の
植
栽
戸
数
、
面
積
の
分
布
状
況
を
表
示

す
れ
ば
第
六
表
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
昭
和
三
十
二
|
|
三
十
七
年
の
五
カ
年
聞
に
お
け

る
伸
縮
を
戸
数
、
面
積
毎
に
検
討
す
れ
ば
第
七
表
の
通
り

で
あ
り
、
こ
の
二
表
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
目
別

に
各
農
家
階
層
の
主
産
地
形
成
に
寄
与
す
る
ウ
エ
イ
ト
の

大
小
を
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
区
に
お
け
る
農
業
生
産
の
主
導
権
は
何
と
し
て

も
第
一
種
兼
業
農
家
の
一
町
以
上
層
に
あ
る
と
い
っ
て
よ

く
、
西
瓜
、
カ
ン
ラ
ン
、
山
手
、
菊
及
花
汗
類
な
ど
に
わ

た
り
、
同
階
層
が
戸
数
の
多
い
こ
と
は
あ
る
と
し
て
も
他

の
階
層
を
圧
倒
し
て
い
る
。

な
お
専
業
農
家
に
お
い
て
は
単
に
一
町
以
上
の
農
家
居

6 
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第 6表

西
専

兼

別

業

計

耕
混
作
物
の
主
産
地
形
成
の
構
造
(
川
那
部
)

計

が
こ
の
第
一
程
兼
業
農
家
に
追
随
し
て
成
長
作
目
の
伸
展
に
寄
与
し
て
い
る

の
み
で
、
一
町
歩
以
下
層
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
種
兼
業
農
家
に
あ
っ
て
も
そ
の
性
格
上
成
長
良
作
物
の
植
裁
に
つ
い

て
は
ウ
エ
イ
ト
の
極
め
て
低
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

作
目
別
に
み
て
、
西
瓜
、
白
菜
(
カ
ン
弓
ン
を
合
め
)
、
山
芋
は
酷
似
の

様
相
を
呈
す
る
が
、
菊
、
花
丹
を
み
る
と
相
当
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。

即
ち
本
地
区
に
お
け
る
成
長
や
さ
い
の
代
表
と
も
い
う
べ
き
上
記
三
作
目

は
、
専
業
、
第
一
一
極
兼
業
を
通
じ
て
一
町
歩
以
上
層
の
伸
長
目
ざ
ま
し
く
そ

の
殆
ん
ど
を
占
め
る
。
但
し
西
瓜
の
み
は
七
反
|
一
町
居
の
第
一
種
兼
業
農

家
に
お
い
て
も
植
栽
せ
ら
れ
、
ま
た
山
芋
は
七
反
歩
未
満
層
の
減
反
が
目
立

ち
、
七
反
以
上
層
の
新
規
植
裁
が
こ
れ
を
補
填
す
る
。
山
芋
が
阿
川
地
性
強
く

輪
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
可
成
り
広
大
面
積
の
耕
作
を
必
要
と
す
る
た

め
、
五
|
七
反
層
農
家
に
は
や
や
敬
遠
せ
ら
れ
た
こ
と
と
も
な
る
。

菊
、
花
汗
は
一
町
歩
以
上
層
よ
り
も
七
反
|
一
町
層
、
五

i
七
反
届
(
何

れ
も
兼
業
農
家
)
に
お
い
て
新
規
栽
培
が
行
な
わ
れ
、
零
細
農
家
層
に
お
け

る
所
得
拡
大
の
対
象
と
し
て
他
の
ど
の
作
目
よ
り
も
新
生
面
合
開
拓
し
て
い

る
。
夏
菊
は
今
日
に
お
い
て
、
反
当
粗
収
益
二

O
万
円
と
も
い
わ
れ
、
本
地

区
に
あ
っ
て
も
相
当
広
く
各
部
落
に
分
布
作
付
さ
れ
て
い
る
。

的
経
営
類
型
か
ら
の
考
察

以
上
成
長
作
目
別
に
み
た
仲
長
農
家
階
層
の
考
察
を
試
み
た
が
、
農
家
の

経
営
の
複
合
性
即
ち
各
作
目
が
農
家
毎
に
如
何
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
昭

和
三
十
二
年
以
後
の
五
カ
年
聞
に
如
何
に
変
移
し
た
か
を
み
る
こ
と
に
す

る。
球
調
査
で
は
三
十
七
年
の
現
況
を
基
礎
と
し
て
、
同
一
農
家
の
五
カ
年
間

の
類
型
の
推
移
を
検
討
し
た
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
く
。
(
第
八
表
参
照
)

①
タ
バ
コ
作
と
関
連
す
る
類
型

昭
和
三
十
七
年
現
在
タ
バ
コ
の
作
付
を
な
す
も
の
は
四
十
四
戸
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
三
十
二
戸
は
一
町
歩
以
上
居
で
十
一
戸
は
七
反
一
町
局
、

二
戸
は
五
|
七
反
層
と
な
っ
て
お
り
、
タ
バ
コ
作
が
そ
の
固
定
設
備
、
労
力

な
ど
の
点
よ
り
、
比
較
的
経
営
規
模
の
大
き
い
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
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兵
庫
農
科
大
学
研
究
報
告

第
六
巻

第
一
号

農
業
経
済
学
編

戸数は増大戸数
，面積は増大面積(単位:反)

白菜・カ ンラ ，目』ノ 山 苧 菊 及 花 井

戸 数 面 積 戸 数 面 積 戸 数 面 積

実数|百牙比 実数|百分比 実数|百分比 実数|百分比 実数l百分比
1戸2 % 

反 % 戸 タ百 反 % 2 戸 % 反
10.95 4 20.7 13.6 28.4 7 50，0 4.9 36.8 7.4 3.0 

2 3.4 3.0 6.3 。 。 0.7 5，3 。 。。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。

7.41 3.0 1 10.5 

25 43.1 21.6 45.1 9 64.2 8.6 64.6 10 37.0 8.5 29.7 

12 20.7 7.2 15.0 1 7.1 1.3 9.8 4 14.8 6.7 23.4 

1 1.7 0.5 1.0 ー1 -7.1 -0.8 -6.0 3 11.1 4.8 16.8 

l 1.7 0.2 0.4 。 。 。 。 1 3.7 0.2 0.7 

66.6120.21 70.6 

。 。 。 。 -2 -14.3 -1.1 -8.3 2 7.4 1.0 3.5 

1 1.7 0.3 0.6 -1 -7.1 -0.2 -1.4 4 14.8 3.2 11.2 

1 1.7 0.5 1.1 。 。-0.3 -2.1 1 3.7 1.2 4.2 

3 5.3 1.0 2.1 1 7.1 0.2 1.4 。 。。 。
-21 -14.31 -1.4 [ -10.4 [ 25.91 5.41 18.9 

58 100.0 47.9 100.0 14 100.0 13.3 100.0 27 100.0 28.6 100.0 

37 63.8 35.2 73.5 14 100.0 12.4 93.1 14 51.8 12.5 43.7 

15 25.8 10.5 21.9 土O 土0 1.8 13.7 8 29.6 9.9 34.6 

2 3.4 1.0 2.1 -1 -7.1 -1.1 -8.1 4 14.8 6.0 21.0 

4 7.0 1.2 2.5 1 7.1 0.2 1.4 1 3.7 0.2 0.7 

花弁の増大戸数、面積の階層別検討

• 

渦
語
る
。
し
か
も
単
に
「
米
+
タ
バ
コ
」
と
タ
バ
コ
作
以
外
殆
ん
ど
の

桝
目
を
栽
植
せ
ぬ
も
の
は
一
町
以
上
層
で
三
十
二
年
の
二
十
七
戸
は
三

十
七
年
に
は
五
一
戸
に
激
減
し
、
七
反
|
一
町
層
で
は
十
二
戸
よ
り
七
戸

に
減
少
し
た
。

こ
れ
ら
は
タ
パ
コ
作
と
や
さ
い
作
(
跡
作
と
し
て
と
り
入
れ
た
)
或

は
乳
牛
、
和
牛
な
ど
を
と
り
入
れ
た
複
合
経
営
を
と
る
に
至
っ
た
も
の

と
み
ら
れ
、
前
者
は
五
カ
年
聞
に
十
七
戸
を
増
大
し
(
一
町
歩
以
上
層

で
一
四
戸
増
、
七
反
|
一
町
層
で
三
戸
増
)
、
後
者
で
は
一
町
歩
層
に

三
戸
、
五
ー
七
反
層
に
二
戸
の
出
現
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
タ
バ
コ
は
本
地
区
で
は
近
年
一
進
一
退
で
成
長
的
作

物
で
は
な
い
が
、
そ
の
安
定
性
と
熟
練
精
農
家
の
定
着
性
な
ど
か
ら
、

そ
の
跡
作
と
し
て
白
菜
、
カ
ン
ラ
ン
な
ど
を
加
味
し
た
「
米
+
タ
バ
コ

+
や
さ
い
」
の
如
き
類
型
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
肯
定
さ
れ

る。

階層別百分比を示す。

②
や
さ
い
作
と
関
連
す
る
類
型

「
米
十
や
さ
い
」
の
類
型
即
ち
従
来
の
米
作
単
作
に
加
う
る
に
西

瓜
、
山
宇
、
白
菜
な
ど
の
や
さ
い
作
を
加
味
す
る
に
至
っ
た
も
の
が
全

農
家
の
複
合
経
営
中
の
最
多
を
占
め
る
こ
と
は
、
そ
の
何
れ
も
が
か
つ

て
は
一
畝
程
度
の
自
家
用
菜
園
を
若
干
拡
大
し
て
、
や
さ
い
作
に
よ
る

所
得
増
大
を
も
っ
と
も
気
軽
に
開
始
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
本

地
区
は
西
瓜
、
山
苧
に
つ
い
て
は
常
に
消
長
盛
衰
を
反
復
し
た
点
な
ど

か
ら
、
豊
富
な
栽
培
経
験
が
よ
り
多
く
の
や
さ
い
栽
培
の
拡
大
を
容
易

な
ら
し
め
た
も
の
の
よ
う
だ
。
従
っ
て
や
さ
い
作
は
本
来
「
米
+
や
さ

い
」
型
の
九
十
四
戸
を
最
高
と
す
る
が
、
他
に
「
米
+
タ
バ
コ
十
や
さ

い
」
「
米
+
や
さ
い
+
畜
産
」
「
米
+
花
+
や
さ
い
」
な
ど
を
も
含
め
れ

ば
突
に
百
五
十
戸
に
も
達
し
、
七
反
以
上
農
家
階
層
の
大
部
分
が
こ
れ

ら
の
類
型
を
と
る
こ
と
と
な
る
。

①
花
芥
作
と
関
連
す
る
類
型

本
地
区
の
花
弁
は
夏
作
の
菊
を
主
と
し
て
-
既
に
十
年
余
以
前
よ
り

大
山
下
部
落
に
お
い
て
可
成
り
の
面
積
に
一
且
り
作
付
け
ら
れ
て
い
た

8 



やさい類、

瓜

第 7表

分

計

計

区層階

専

業

農

家

第
一
種
兼
業

第
二
種
兼
業

が
、
近
年
急
に
そ
の
栽
培
は
進
展
し
、
他
部
落
に
お
い
て
も
乱
駒
市
す
る
に
至
っ
た
。
類
型
に
「
花
」

を
と
り
入
れ
て
い
る
農
家
は
二
十
三
戸
の
み
で
あ
る
が
、
五
反
歩
未
満
の
農
家
に
お
い
て
も
こ

れ
を
栽
植
す
る
も
の
は
少
く
は
な
い
。
可
成
り
の
労
力
の
投
入
を
要
す
る
が
た
め
、
栽
培
農
家

の
経
営
規
模
は
二
十
三
戸
中
十
六
戸
ま
で
は
一
町
歩
未
満
農
家
が
占
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易

に
説
明
さ
れ
る
。

④
米
作
単
作
農
家

右
に
も
記
し
た
通
り
、
や
さ
い
を
始
め
と
し
て
諸
種
の
商
品
作
目
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
営
類
型
は
五
カ
年
聞
に
極
端
に
複
合
化
し
た
た
め
に
三
十
二
年
二
ニ
ご
戸
を
算
し
た

稲
作
単
作
農
家
は
一
五
五
戸
に
減
じ
た
。
即
ち
以
前
は
単
作
経
営
は
第
一
一
極
兼
業
農
家
の
七
反

ー
一
町
、
一
町
以
上
の
中
農
層
に
お
い
て
す
ら
著
し
く
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
農
家
群
が
単
作
経
営

に
お
け
る
農
業
所
得
の
低
さ
を
商
品
作
目
の
導
入
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
強

く
み
ら
れ
、
ま
た
第
二
種
兼
業
農
家
に
お
い
て
も
一
見
経
営
の
複
合
化
も
殆
ん
ど
不
可
能
と
考

え
ら
れ
た
五
反
未
満
層
の
米
作
単
作
も
減
少
の
途
を
辿
っ
た
。

即
ち
五
反
未
満
層
は
三
十
二
年
に
は
八
六
戸
中
八
四
戸
ま
で
米
作
単
作
経
営
を
な
し
て
い
た

が
、
三
十
七
年
に
は
畜
産
ま
た
は
や
さ
い
作
を
伴
な
う
に
至
り
、
米
作
単
作
は
六
六
戸
に
減
少

し
た
の
で
あ
る
。

耕
種
作
物
の
主
産
地
形
成
の
構
造
(
川
那
部
〉

百分比は各作物毎の

結
局
五
カ
年
聞
に
成
長
作
目
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
合
化

経
営
類
型
を
と
る
に
至
っ
た
農
家
は
米
作
単
作
経
営
農
家
の
減
少
し
た

戸
数
六
六
戸
に
相
当
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
本
地
区
の
主
産
地
形
成
は

広
い
農
家
階
層
を
通
じ
て
規
模
こ
そ
小
さ
い
が
着
実
に
営
ま
れ
つ
つ
お

る。
註

計

十

上

満

満

満

言

未

未
以

町

反

未

町

↓

イ

万

合

L

反

ト

ー

ー
J
q
e
z・、

t
・‘

ノ
f
i
l
l
ノ、
1
1
1
1
1

規
模
別
内
訳

考

ω
本
地
区
の
成
長
農
作
目
と
し
て
は
、
本
稿
に
あ
げ
た
や
さ

ぃ
、
花
升
の
外
に
酪
農
が
あ
る
が
、
既
に
酪
農
に
つ
い
て
は

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
刊
行
兵
庫
農
科
大
学
研
究
報
告
第

五
巻
第
二
号
農
業
経
済
学
編
拙
稿
「
酪
農
の
明
暗
相
」
に

て
報
告
済
み
で
あ
る
た
め
、
と
と
に
は
こ
れ
を
割
愛
す
る
。

関
経
営
類
型
は
各
作
目
を
粗
収
益
に
よ
っ
て
概
算
し
、
一
作

目
ニ
万
円
以
上
と
み
ら
れ
る
も
の
を
「

O
+
O」
の
形
を
も

っ
て
表
示
し
た
。

備

五

約

要

以
上
の
小
稿
を
要
約
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

1

将
来
を
背
負
う
兼
業
農
家
層

本
地
区
に
お
け
る
商
品
農
作
物
の
増
反
は
主
と
し
て
兼
業
農
家
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
つ
つ
あ

る。
元
よ
り
そ
の
戸
数
に
お
け
る
優
越
性
は
あ
る
が
、
第
一
種
兼
業
農
家
の
耕
種
名
作
自
に
お
け

る
増
反
増
産
の
跡
は
著
し
い
。
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
多
紀
郡
の
全
農
家
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る

共
通
的
現
象
と
も
い
う
べ
き
で
、
戸
主
長
男
な
ど
主
幹
労
働
力
が
酒
造
出
諒
ぎ
を
す
る
の
み

で
、
本
来
専
業
農
家
に
も
伍
す
べ
き
農
家
群
で
、
殆
ん
ど
が
諸
種
の
復
合
経
営
を
行
な
っ
て
い

る
。
こ
の
点
い
わ
ゆ
る
通
勤
兼
業
、
工
員
農
家
と
は
根
本
的
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

本
地
区
に
お
い
て
は
一
町
歩
以
上
の
耕
作
農
家
は
専
、
兼
業
を
問
わ
ず
、
政
府
の
い
う
自
立

的
経
営
農
家
と
み
て
差
支
え
は
な
か
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
農
家
群
は
た
と
え
今
後
三
岡
市
の
工
業
化
な
ど
に
よ
る
通
勤
閣
の
縮
小
は
あ
っ
て

も
、
複
合
経
営
は
続
け
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
厳
重
な
労
力
面
に
お
け
る
管
理
な
ど
現
在
の
農
家

の
心
理
に
適
応
し
難
い
タ
バ
コ
作
の
如
き
も
、
さ
し
て
減
退
も
み
ら
れ
ず
依
然
と
し
て
四
三
人

と
い
う
精
農
家
に
よ
っ
て
一
三
町
余
の
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
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兵
庫
農
科
大
学
研
究
報
告

第
六
巻

第
一
号

農
業
経
済
学
編

)内は32年の数字

専業農家 第1種兼業農家 第2種兼業農家
経 営 類 型 別

AIBlclnl計 AIBlclnl計 AIBlclnl計
1 2 3 4 4 8 1 1 

米+タバコ (8) (3) (11) (19) (7) (1) (27) (2) (2) 

6 1 7 I 15 3 18 
米+タバコ+やさい (2) (2) (5) (1) (6) 

5 5 1 1 2 
米+タバコ+畜産 (3) (3) 

1 1 2 5 4 1 10 3 17 20 
米+畜産 (2) (1) (3) (11) (5) (16) (1) (2) (1) (4) 

13 3 16 40 18 3 1 I 62 2 2 8 3 15 
米+やさい (6) (5) (11) (22) (13) (2) (37) (3) (1) (5) (1) (10) 

4 3 7 3 2 5 
米+花 (1) (1) (2) (1) (1) 

1 1 6 3 1 10 
米+花+やさい (1) (2) (3) 

2 1 3 I 14 4 1 19 2 2 
米+やさい+畜産 (2) (2) (9) (2) (1) (12) 

(又は樹花) 2 1 1 4 1 1 
米+呆 (特用作物を合む) (3) (3) 

3 2 3 5 I 13 6 I 16 6 8 I 36 1 I 17 22 66 106 
米作単作 (9) (1) (3) (5) (18) (23) (26) (12) (9) (70) (1) (20) (28) (84) (133) 

~司 計 132110 1 31 5150 19~ 1571171 911761 512313618611; 

(昭和37年を32年と対比して)遷変の型類
介主~

品経第8表

Bは7反-1町未満 Cは5-7反未満

政
府
は
一
・
五
町
乃
至
二
町
歩
の
経
営
者
を
自
立
経
営
農
家
と
し
て
と
れ
を
育
成
す
る
方
針

の
よ
う
で
お
る
が
、
本
地
区
で
は
わ
ず
か
一
|
二
%
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。

か
よ
う
な
農
家
の
育
成
如
何
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

2

第
二
種
兼
業
農
家
の
問
題
点

更
に
問
題
祝
さ
れ
る
の
は
第
二
種
兼
業
農
家
の
労
働
力
の
弱
体
化
と
負
担
の
過
大
化
で
あ

る
。
本
文
に
も
掲
げ
た
通
り
第
二
種
兼
業
の
労
働
力
は
極
端
に
逼
迫
の
度
を
加
え
て
き
た
。
た

だ
身
体
さ
え
も
っ
て
行
け
ば
換
金
化
し
得
る
土
工
事
業
が
随
所
に
簡
易
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
収
益
を
得
る
ま
で
に
数
力
月
以
上
を
必
要
と
す
る
農
業
は
こ
の
次
に
す
る
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
は
農
業
を
担
当
す
る
も
の
を
固
定
せ
し
め
、

極
端
な
婦
人
、
老
令
労
力
化
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
一
人
当
り
耕
作
反
別
を

み
る
と
き
、
七
反
|
一
町
局
、
五
1

七
反
層
に
そ
れ
ぞ
れ
六
・
一
反
、
五
反
と
い
う
専
業
上
層

な
み
の
過
童
生
産
負
担
に
陪
い
で
い
る
状
態
で
あ
る
。

従
っ
て
適
切
な
対
策
が
執
ら
れ
な
い
限
り
、
婦
人
、
老
人
の
過
労
に
よ
る
保
健
衛
生
上
或
は

育
児
上
の
惑
結
果
を
招
来
す
る
と
と
は
必
至
と
み
ら
れ
る
。

農
繁
期
に
お
け
る
こ
れ
ら
婦
人
、
老
人
の
就
良
農
家
に
対
す
る
共
同
炊
事
ま
た
は
給
食
の
如

き
こ
と
が
、
地
元
農
協
な
ど
で
企
図
せ
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

10 

Aは1町以上

む

す

び

しわ
何
将
来
脱
農
の
運
命
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
兼
業
良
家
の
在
り
方
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。

均
一
兼
業
農
家
戸
数
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
第
二
極
端
業
農
家

信
の
婦
人
労
働
化
は
こ
の
必
然
の
経
過
と
み
ら
れ
る
が
、
数
年
な
ら
ず
し
て
農
業
か
ら
離
れ
去
っ

樹
て
し
ま
う
と
は
必
ず
し
も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
筆
者
が
最
近
し
ば
し
ば
行
な
っ
た
零

醐
仏
細
農
家
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
聡
取
り
調
査
に
お
け
る
回
答
が
よ
く
物
語
っ
て
い

湛
古
る
。
「
せ
め
て
子
孫
に
五
石
や
六
石
の
飯
米
が
と
れ
る
だ
け
の
水
田
は
維
持
し
て
ゆ
き
た
い
も

酌
舗
の
で
す
」
と
の
言
葉
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
ザ
ペ1
 

C

反
し
て
み
れ
ば
第
二
種
兼
業
農
家
も
現
下
の
わ
が
国
農
業
と
し
て
は
貴
重
な
存
在
で
な
け
れ
ば

A

M
な
ら
な
い
し
、
こ
れ
ら
二
番
手
の
農
家
群
の
経
営
の
能
率
化
が
真
剣
に
考
え
ら
れ
る
と
と
も

A

D

に
、
近
代
化
へ
の
助
成
や
指
導
の
手
が
こ
れ
ら
に
対
し
て
積
極
的
に
伸
べ
ら
れ
る
こ
と
も
切
に

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

註

ω
柏
一
四
賢
「
企
業
的
農
業
経
営
主
体
に
仲
び
る
」
農
業
と
経
済
第
二
九
巻
第
六
号

|
|
三
八
・
八
・
三
一
ー
ー
ー

3 

備考




